
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰
倰

儔
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐儐

儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

儔儐儐儐儐儐儐

儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐
儐

調
制
御
」
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、

バ
ナ
ナ
、
ア
ボ
カ
ド
、
マ
ン
ゴ

ー
な
ど
を
更
に
遠
く
ま
で
輸
送

で
き
る
。
Ｍ
Ｃ
Ｉ
で
は
「
冷
凍

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
、
地
元
果

物
産
業
な
ら
で
は
の
ニ
ー
ズ
に

適
用
で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
る｣

と
し
て
い
る
(

谷
本
博)

れ
て
い
る
。
今
回
の
チ
リ
で
の

製
造
開
始
に
つ
い
て
、
グ
ル
ー

プ
の
マ
ー
ス
ク
ラ
イ
ン
で
は

｢

空
荷
を
移
送
す
る
こ
と
無
く


す
ぐ
に
活
用
で
き
、
南
米
西
海

岸
で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
を
作
り
出
す｣

と
コ
メ
ン
ト


ま
た
追
加
サ
ー
ビ
ス
の｢

空

始
し
た
、
と
発
表
し
た
。
こ
れ

ま
で
、
冷
凍
コ
ン
テ
ナ
は
、
中

国
で
の
み
製
造
し
て
い
た
。

チ
リ
で
は
、
大
量
輸
出
に
対

応
す
る
た
め
10
万
台
の
冷
凍
コ

ン
テ
ナ
が
必
要
に
な
る
と
み
ら

デ
ン
マ
ー
ク
の
マ
ー
ス
ク
コ

ン
テ
ナ･

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー(

Ｍ

Ｃ
Ｉ
）
は
13
日
、
チ
リ
の
サ
ン

ア
ン
ト
ニ
オ
の
自
社
工
場
で
、

南
米
で
初
め
て
冷
蔵
コ
ン
テ
ナ

と
ク
ー
ル
冷
却
機
の
製
造
を
開

フ
ァ
イ
ン
ド
ピ
ッ
カ
ー
」
を
２

０
１
６
年
１
月
か
ら
発
売
す

る
、
と
発
表
し
た
。
一
般
的
に

公
共
図
書
館
で
は
、
時
間
外
は

返
却
の
み
に
対
応
し
て
い
る

が
、
貸
し
出
し
ま
で
自
動
化
す

る
こ
と
で
、
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
げ
る
。

図
書
館
だ
け
で
な
く
、
身
近

な
公
共
空
間
で
あ
る
駅
構
内
な

ど
に
「
ミ
ニ
図
書
館
」
と
し
て

設
置
す
る
こ
と
な
ど
も
想
定
。

利
用
者
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
予

約
本
の
貸
し
出
し
を
含
め
て
返

却
ま
で
自
動
化
す
る
こ
と
で
、

時
間
外
対
応
を
可
能
と
す
る
。

（
谷
本
博
）

書
籍
貸
し
出
し

初
の
無
人
化イ

ト
ー
キ

イ
ト
ー
キ
は
11
日
、
図
書
館

業
界
で
初
め
て
と
な
る
書
籍
の

貸
し
出
し
と
返
却
の
自
動
無
人

化
を
可
能
と
す
る
、
自
動
書
籍

ピ
ッ
キ
ン
グ
装
置
「
シ
ス
テ
マ

際
海
上
貨
物
運
送
事
業
者
を
対

象
に
、
危
険
品
輸
送
で
の
ト
ラ

ブ
ル
対
策
な
ど
を
説
明
し
た
。

コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
事
業
を

展
開
す
る
イ
ン
タ
ー
リ
ン
ク
と

の
共
催
。
東
京
海
上
日
動
と
共

に
、
外
航
利
用
運
送
事
業
者
倶

楽
部
（
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ

Ｃ
Ｌ
Ｕ

Ｂ
、
鵜
沢
敬
一
理
事
長
）
の
賛

助
会
員
に
な
っ
て
い
る
。
鵜
沢

理
事
長
は
「
倶
楽
部
は
国
際
貿

易
の
発
展
を
目
指
し
て
設
立
し

た
。
事
業
者
は
、
船
の
事
故
や

契
約
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
リ
ス
ク
を

抱
え
る
が
、
貿
易
や
商
品
売
買

の
主
役
は
物
流
。
ど
う
し
た
ら

ト
ラ
ブ
ル
を
防
げ
る
か
、
今
回

の
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
学
ん
で

欲
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

山
口
氏
が
船
荷
証
券
（
Ｂ
／

Ｌ
）
の
法
的
責
任
や
危
険
品
輸

送
に
関
す
る
注
意
事
項
、
商
法

改
正
と
い
っ
た
最
新
の
動
向
に

つ
い
て
過
去
の
判
例
を
交
え
て

話
し
た
。

（
土
屋
太
朗
）

荷
主
と
の
責
任
範
囲

テ
ー
マ
に
ゼ
ミ
開
催

東
京
海
上
日
動

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険

（
永
野
毅
社
長
、
東
京
都
千
代

田
区
）
な
ど
は
13
日
、
「
荷
主

と
運
送
人
の
責
任
範
囲
」
を
テ

ー
マ
に
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

た
。
山
口
修
司
弁
護
士
が
、
国

り
の
月
額
賃
料
は
、
４
～
６
月

に
比
べ
０
・
３
％
増
の
４
１
９

７
円
。
東
京
ベ
イ
エ
リ
ア
で
は

横
ば
い
の
４
５
２
６
円
、
東
京

内
陸
エ
リ
ア
が
０
・
５
％
増
の

３
９
５
２
円
と
な
り
、
東
京
圏

の
賃
料
上
昇
率
は
４
～
６
月
同

様
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
。

空
室
率
は
、
１
・
１
％
低
下

の
２
・
８
％
。
東
京
ベ
イ
エ
リ

ア
が
２
・
２
％
下
が
り
１
・
１

％
、
東
京
内
陸
エ
リ
ア
も
０
・

３
％
減
の
４･

１
％
と
な
っ
た


（
吉
田
英
行
）

物
流
施
設
７
～
９
月

東
京
圏
賃
料

％
増

空
室
率
は

％
低
下

Ｊ
Ｌ
Ｌ

ジ
ョ
ー
ン
ズ

ラ
ン
グ

ラ

サ
ー
ル
（
Ｊ
Ｌ
Ｌ
、
河
西
利
信

社
長
、
東
京
都
千
代
田
区
）
は

12
日
、
東
京
圏
（
東
京
、
神
奈

川
、
千
葉
、
埼
玉
の
各
都
県
と

茨
城
県
の
一
部
）
の
７
～
９
月

の
新
型
物
流
施
設
の
賃
料
と
空

室
率
を
発
表
し
た
。

１
坪(

３
・
３
平
方
㍍)

当
た

た
15
年
度
上
期
（
４
～
９
月

期
）
の
ト
ラ
ッ
ク
航
送
実
績
に

よ
る
と
、
大
洗
－
苫
小
牧
航
路

で
欠
便
が
続
い
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
前
年
同
期
実
績
と

ほ
ぼ
同
じ
58
万
８
６
０
０
台
を

運
ん
だ
。
同
協
会
で
は
「
リ
ー

マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
漸
減

傾
向
が
続
い
て
き
た
が
、
足
元

で
は
回
復
基
調
が
鮮
明
に
な
っ

て
き
た
」
（
小
原
得
司
常
務
）

と
し
て
い
る
。

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、

貨
物
需
要
の
不
振
や
高
速
道
路

の
通
行
料
金
制
度
の
改
正
・
見

直
し
、
更
に
は
、
燃
料
価
格
の

高
騰
な
ど
で
厳
し
い
経
営
環
境

が
続
い
て
い
た
。
し
か
し
、
ド

ラ
イ
バ
ー
不
足
な
ど
を
背
景

に
、
特
に
長
距
離
便
の
海
上
輸

送
シ
フ
ト
が
顕
著
に
な
っ
て
き

て
い
る
。

日
本
長
距
離
フ
ェ
リ
ー
協
会

（
入
谷
泰
生
会
長
）
が
ま
と
め

総
㌧
型
の
大
型
フ
ェ
リ
ー
、
ま

た
、
大
阪
南
港
―
志
布
志
（
鹿

児
島
県
）
航
路
の
フ
ェ
リ
ー
さ

ら
ふ
ら
わ
あ(

井
垣
篤
司
社
長


神
戸
市
東
灘
区
）
で
も
18
年
６

月
ま
で
に
１
万
３
千
総
㌧
型
の

大
型
フ
ェ
リ
ー
２
隻
を
建
造
、

就
航
さ
せ
る
。
ト
ラ
ッ
ク
航
送

能
力
は
、
現
行
船
と
比
べ
て
い

ず
れ
も
２
割
程
度
増
え
る
見
込

み
だ
。

長
距
離
フ
ェ
リ
ー
業
界
で
は

松
勝
三
郎
社
長
、
東
京
都
中
央

区
）
で
も
12
月
か
ら
２
０
１
６

年
秋
に
か
け
て
、
計
４
隻
の
新

造
船
（
同
型
船
）
を
就
航
さ
せ

る
計
画
で
、
全
就
航
船
を
リ
プ

レ
ー
ス
。
今
年
８
月
に
は
第
１

船
が
進
水
し
た
が
、
ト
ラ
ッ
ク

航
送
能
力
は
約
１
８
０
台
と
現

行
船
に
比
べ
４
、
５
割
程
度
増

や
す
。

一
方
、
商
船
三
井
グ
ル
ー
プ

の
フ
ェ
リ
ー
２
社
も
新
造
船
を

就
航
さ
せ
る
。
大
洗
（
茨
城

県
）
－
苫
小
牧
（
北
海
道
）
を

結
ぶ
商
船
三
井
フ
ェ
リ
ー
（
中

井
和
則
社
長
、
東
京
都
港
区
）

は
17
年
春
を
メ
ド
に
１
万
４
千

大
阪
南
港
－
北
九
州
航
路
を

結
ぶ
名
門
大
洋
フ
ェ
リ
ー
（
阿

部
哲
夫
社
長
、
大
阪
市
西
区
）

で
は
９
月
に
続
き
、

日
に
は

２
隻
目
と
な
る
新
造
大
型
フ
ェ

リ
ー
を
投
入
。
２
隻
は
同
型
船

で
、
ト
ラ
ッ
ク
の
航
送
能
力
は

従
来
船
と
比
べ
て
３
割
増
の
１

４
５
台
を
確
保
し
て
い
る
。
阿

部
社
長
は
「
フ
ェ
リ
ー
航
送
の

メ
リ
ッ
ト
が
見
直
さ
れ
始
め
て

お
り
、
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か

し
た
い
。
引
き
続
き
、
利
用
拡

大
に
向
け
、
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ
し

て
い
く
」
と
話
す
。

東
京
－
徳
島
－
北
九
州
を
結

ぶ
オ
ー
シ
ャ
ン
ト
ラ
ン
ス
（
髙

の
質
問
事
項
は
異
な
り
、
東
日

本
支
社
で
は
13
項
目
に
つ
い
て

５
段
階
で
ド
ラ
イ
バ
ー
に
評
価

を
し
て
も
ら
う
。

結
果
は
、
「
い
つ
も
明
る
く

元
気
に
あ
い
さ
つ
し
て
く
れ

る
」
「
窓
口
で
の
指
示
や
説
明

は
丁
寧
で
分
か
り
や
す
い
」
な

ど
で
高
い
評
価
を
得
て
い
る
一

方
、
「
配
車
か
ら
積
み
込
み
ま

で
に
か
か
る
時
間
」
で
は
厳
し

い
回
答
を
受
け
て
お
り
、
多
く

の
拠
点
が
回
答
を
反
映
さ
せ
よ

う
と
、
構
内
滞
留
時
間
の
改
善

に
向
け
て
力
を
入
れ
て
い
る
。

筆
記
形
式
の
意
見
欄
に
は

「
ル
ー
ル
違
反
で
走
行
し
て
い

る
車
両
を
見
か
け
た
の
で
、
指

導
を
徹
底
欲
し
い
」
な
ど
も
寄

せ
ら
れ
る
と
い
う
。

（
高
橋
朋
宏
）

時
間
な
ど
に
つ
い
て
協
力
会
社

な
ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
、
改
善
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
。
「
ド
ラ

イ
バ
ー
の
声
に
耳
を
傾
け
よ

う
」
と
１
支
店
で
始
ま
っ
た
試

み
は
全
支
社
に
広
が
り
、
「
キ

リ
ン
品
質
」
の
維
持
・
向
上
に

結
び
付
け
て
い
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
ド
ラ
イ
バ

ー
不
足
に
よ
る
集
車
環
境
の
悪

化
が
深
刻
に
な
り
始
め
た
２
０

１
２
年
に
、
「
我
々
に
出
来
る

こ
と
は
も
っ
と
あ
る
の
で
は
な

い
か
」
と
ス
タ
ー
ト
。
４
年
目

の
今
年
は
、
全
国
（
全
支
社
、

キ
リ
ン
ビ
ー
ル
工
場
内
の
支

店
、
大
型
ト
ラ
ッ
ク
主
体
の
支

店
が
中
心
）
に
も
範
囲
を
広
げ

て
春
と
秋
の
２
回
実
施
し
た


支
社
に
よ
っ
て
ア
ン
ケ
ー
ト

キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
（
加
藤
元
社
長
、
東
京

都
中
野
区
）
は
、
主
要
拠
点
の

配
車
窓
口
の
応
対
や
構
内
滞
留

か
じ
め
増
車
体
制
を
敷
い
て
臨

む
。キ

リ
ン
グ
ル
ー
プ
ロ
ジ
は

「
キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
で
培
っ
た

物
流
ス
キ
ル
で
、
安
全
・
安
心

・
信
頼
・
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
」
と
し
て
い
る
。

（
高
橋
朋
宏
）

は
、
16
日
か
ら
解
禁
前
日
の
18

日
ま
で
の
３
日
間
に
集
中
。
通

常
時
と
比
べ
て
配
送
量
が
50
％

増
に
な
る
こ
と
も
あ
り
、
あ
ら

キ
リ
ン
グ
ル
ー
プ
ロ
ジ
ス
テ

ィ
ク
ス
は
13
日
、
２
０
１
５
年

の
ボ
ー
ジ
ョ
レ
・
ヌ
ー
ボ
ー
が

解
禁
さ
れ
る
19
日
に
合
わ
せ
て

特
別
体
制
で
配
送
を
行
う
、
と

発
表
し
た
。

グ
ル
ー
プ
の
メ
ル
シ
ャ
ン

（
横
山
清
社
長
、
東
京
都
中
野

区
）
が
販
売
す
る
ボ
ー
ジ
ョ
レ

・
ヌ
ー
ボ
ー
を
含
む
フ
ラ
ン
ス

産
新
酒
は
１
日
か
ら
順
次
輸
入

さ
れ
、
全
国
７
カ
所
の
出
荷
拠

点
に
在
庫
配
置
を
完
了
し
て
い

る
。
卸
店
や
小
売
店
へ
の
配
送

月
期
の
売
上
高
は
２
２
３
億
８

９
０
０
万
円
で
、
経
常
利
益
１

億
６
３
０
０
万
円
。
今
後
は
グ

ル
ー
プ
向
け
の
物
流
業
に
特
化

し
て
い
く
。

（
谷
本
博
）

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は
同
日
付
で

設
立
さ
れ
た
。
資
本
金
は
、
山

村
倉
庫
と
同
じ
２
千
万
円
。
共

に
、
日
本
山
村
硝
子
の
１
０
０

％
子
会
社
と
な
る
。

山
村
倉
庫
の
２
０
１
５
年
３

日
本
山
村
硝
子
は
13
日
、
子

会
社
の
山
村
倉
庫
（
内
山
修
社

長
、
兵
庫
県
尼
崎
市
）
の
事
業

の
う
ち
、
グ
ル
ー
プ
外
向
け
の

事
業
を
新
子
会
社
の
山
村
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
（
同
）
に
承
継
さ

せ
る
こ
と
を
決
議
し
た
、
と
発

表
し
た
。
事
業
環
境
が
厳
し
く

な
る
中
、
収
益
力
の
向
上
、
意

思
決
定
の
迅
速
化
を
図
っ
て
い

く
。山

村
倉
庫
を
分
割
会
社
、
山

村
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
を
承
継
会

社
と
す
る
吸
収
分
割
方
式
に
よ

る
子
会
社
の
組
織
再
編
。
山
村

商
船
三
井
で
は
「
モ
ー
ダ
ル

シ
フ
ト
の
受
け
皿
と
し
て
ト
ラ

ッ
ク
の
積
載
能
力
を
増
や
し
て

い
る
。
ま
た
、
よ
り
快
適
に
ゆ

っ
く
り
と
し
た
船
旅
を
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
、
個
室
に
ト

イ
レ
、
シ
ャ
ワ
ー
な
ど
を
設
置

す
る
」
（
広
報
室
）
と
し
て
い

る
。

（
高
木
明
）

航
路
に
は
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ

さ
つ
ま
」
「
さ
ん
ふ
ら
わ
あ

き
り
し
ま
」
の
２
隻
が
就
航
し

て
い
る
が
、
代
替
期
を
迎
え
て

い
る
。
新
造
船
は
同
型
船
で
、

１
万
３
千
総
㌧
型
、
ト
ラ
ッ
ク

航
送
能
力
は
現
行
船
舶
と
比
べ

て
16
％
増
の
１
２
１
台
を
予

定
。
旅
客
定
員
も
約
７
０
０
人

を
見
込
む
。

商
船
三
井
は
16
日
、
グ
ル
ー

プ
会
社
の
フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら

わ
あ
が
新
造
大
型
フ
ェ
リ
ー
２

隻
の
建
造
を
決
定
し
た
、
と
発

表
し
た
。
新
造
船
２
隻
は
18
年

３
月
、
６
月
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ

竣
工
し
、
大
阪
南
港(

大
阪
府)

―
志
布
志
（
鹿
児
島
県
）
航
路

に
就
航
す
る
。

現
在
、
大
阪
南
港
―
志
布
志

〈
破
産
手
続
開
始
〉

日
本
ロ
ジ
エ
ク
セ
ル
（
大
阪

市
住
之
江
区
南
港
南
６
ノ
２
ノ

28
）
＝
10
月
30
日
、
大
阪
地
裁

決
定
。
財
産
状
況
報
告
集
会
は

２
０
１
６
年
１
月
28
日
。

積
運
商
事
（
横
浜
市
西
区
高

島
２
ノ
11
ノ
２
）
＝
４
日
、
横

浜
地
裁
決
定
。
財
産
状
況
報
告

集
会
は
２
０
１
６
年
２
月
１

日
。常

念
運
輸
（
長
野
県
安
曇
野

市
豊
科
４
９
５
０
ノ
31
）
＝
４

日
、
長
野
地
裁
決
定
。
財
産
状

況
報
告
集
会
は
２
０
１
６
年
２

月
１
日
。

岡
田
運
送
（
群
馬
県
太
田
市

大
原
町
４
２
１
ノ
６)

＝
６
日


前
橋
地
裁
決
定
。
財
産
状
況
報

告
集
会
は
２
０
１
６
年
１
月
25

日
。Ｋ

Ｓ

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
（
奈
良
県

北
葛
城
郡
河
合
町
大
字
川
合
９

１
０
）
＝
６
日
、
奈
良
地
裁
決

定
。
財
産
状
況
報
告
集
会
は
２

０
１
６
年
２
月
１
日
。

■
遠
藤
運
送
（
続
報
）
＝
①

神
奈
川
県
秦
野
市
曽
屋
８
６
５

②
遠
藤
悟
氏
③
４
８
０
０
万
円

④
１
１
０
人
⑤
15
億
９
９
２
７

万
円
⑥
10
月
29
日
、
横
浜
地
裁

小
田
原
支
部
か
ら
破
産
開
始
決

定
を
受
け
た

破
産
申
立
書
に
基
づ
く
債
権

者
の
う
ち
、
一
般
債
権
者
は
次

の
通
り
。

秦
野
伊
勢
原
運
輸
事
業
協
同

組
合
▽
岩
湘
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

ス
▽
信
和
運
輸
▽
監
査
法
人
ト

ー
マ
ツ
▽
サ
ン
ラ
イ
ズ
▽
カ
ネ

タ
運
送
▽
高
橋
運
送
▽
マ
ル
ト

ク
流
通
▽
い
す
ゞ
自
動
車
東
北

▽
カ
ネ
ヨ
シ
▽
Ｕ
Ｄ
ト
ラ
ッ
ク

ス
岩
手
水
沢
営
業
所
▽
ク
ラ
ウ

ン
商
会
▽
岩
手
日
野
自
動
車
花

北
営
業
所
▽
ワ
イ
ジ
ェ
ー
ワ
イ

東
北
▽
総
興
運
輸
倉
庫
▽
秋
山

モ
ー
タ
ー
ス

Ｎ
Ｓ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
海
運

〈
２
０
１
６
年
１
月
１
日
〉

内
部
監
査
室
長
、
渡
部
隆
志

ン
ハ
ム
グ
ル
ー
プ
で
は
50
年
以

上
の
歴
史
が
あ
る
。(

谷
本
博)

の
生
産
能
力
を
誇
る
。
ロ
ル
フ

は
、
北
欧
デ
ン
マ
ー
ク
で
生
ま

れ
た
チ
ー
ズ
の
専
門
ブ
ラ
ン
ド

で
、
技
術
提
携
に
よ
り
ニ
ッ
ポ

日
本
ハ
ム
グ
ル
ー
プ
の
宝
幸

（
三
輪
孝
之
社
長
、
東
京
都
品

川
区
）
は
13
日
、
チ
ー
ズ
を
生

産
す
る
ロ
ル
フ
大
和
プ
ラ
ン
ト

（
神
奈
川
県
大
和
市
）
が
竣
工

し
た
、
と
発
表
し
た
。
チ
ー
ズ

の
多
品
種
生
産
体
制
を
維
持
す

る
と
と
も
に
、
伸
長
す
る
チ
ー

ズ
需
要
に
対
応
す
る
。

工
場
の
延
べ
床
面
積
は
１
万

７
２
４
０
平
方
㍍
で
、
年
間
生

産
能
力
は
１
万
㌧
と
、
最
新
鋭

の
生
産
機
器
導
入
に
よ
り
、
従

来
の
工
場
と
比
べ
て
１
・
５
倍

動
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
－
Ｅ
ｃ
ｏ
ｒ
ｅ
（
ジ
ェ
ネ

オ
エ
コ
ア
）
」
な
ど
の
新
商
品

・
技
術
、
ア
イ
デ
ア
教
材
の
展

示
ブ
ー
ス
を
設
置
。
Ｐ
Ｒ
動
画

や
故
障
状
態
を
実
験
で
示
す
映

像
な
ど
が
上
映
さ
れ
た
。

（
梅
本
誠
治
）

目
。
欧
米
地
区
で
も
大
会
が
計

画
さ
れ
て
い
る
の
で
、
全
世
界

で
共
通
の
適
切
な
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
と
安
全
最
優
先
の
取
り
組
み

を
必
須
と
し
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
た
。

会
場
で
は
、
販
売
店
担
当
者

向
け
に
、
10
月
に
発
売
し
た
電

交
流
と
、
普
段
縁
の
下
の
力
持

ち
的
な
役
割
の
メ
カ
ニ
ッ
ク
に

プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
も
ら
う
年

１
回
の
運
動
会


と
位
置
付

け
て
い
る
」
と
説
明
。

更
に
、
「
経
営
の
観
点
か
ら

す
る
と
、
産
業
機
械
は
１
台
目

を
営
業
、
２
台
目
は
サ
ー
ビ
ス

か
ら
買
う
と
言
わ
れ
る
。

適
切
な
ツ
ー
ル
の
使
用
で

手
順
を
守
る
作
業
が
で
き

る
よ
う
全
メ
カ
ニ
ッ
ク
の

底
上
げ
を
図
れ
ば
、
顧
客

満
足
に
つ
な
が
り
、
営
業

面
で
大
き
な
プ
ラ
ス
に
な

る
。
来
年
は
90
周
年
の
節

意
義
は
大
き
く
分
け
て
、
他
地

域
と
の
技
術
レ
ベ
ル
の
比
較
や

技
３
５
０
点
（
電
動
車
・
部
品

交
換
２
０
０
点
、
エ
ン
ジ
ン
車

・
部
品
交
換
１
５
０
点
）
の
５

０
０
点
満
点
で
採
点
。
定
期
検

査
・
整
備
や
正
確
な
部
品
交
換

･

オ
ー
バ
ー
ホ
ー
ル
の
安
全
性


基
本
作
業
の
正
確
性
と
迅
速
さ

な
ど
を
審
査
し
た
結
果
、
優
勝

は
山
根
俊
明
選
手
（
40
、
ト
ヨ

タ
Ｌ
＆
Ｆ
近
畿
）
が
獲
得
。
準

優
勝
に
北
出
健
作
選
手
（
33
、

同
釧
路
）
、
３
位
に
は
鈴
木
佑

也
選
手
（
28
、
同
神
奈
川
）
が

入
っ
た
。

藤
原
啓
税
常
務
は
「
大
会
の

豊
田
自
動
織
機
は
14
日
、
Ｔ

Ｍ
Ｈ
Ｇ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ

ー
（
愛
知
県
半
田
市
）
と
ト
ヨ

タ
Ｌ
＆
Ｆ
カ
ス
タ
マ
ー
ズ
セ
ン

タ
ー
（
千
葉
県
市
川
市
）
の
東

西
２
会
場
で
、
ト
ヨ
タ
Ｌ
＆
Ｆ

販
売
店
サ
ー
ビ
ス
技
能
コ
ン
ク

ー
ル
を
開
い
た
。

全
国
40
販
売
店
か
ら
各
１
人

の
代
表
選
手
が
出
場
。
「
技
能

が
支
え
る
信
頼
と
満
足
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
日
頃
の
サ
ー
ビ

ス
技
能
を
学
科
と
実
技
競
技
で

競
い
合
っ
た
。

競
技
は
学
科
１
５
０
点
、
実

供
。
ま
た
、
２
０
１
７
年
度
に

予
定
さ
れ
て
い
る
輸
出
入
申
告

官
署
の
自
由
化
も
見
据
え
て
お

り
、
こ
れ
が
Ａ
Ｅ
Ｏ
通
関
業
者

に
適
用
さ
れ
る
こ
と
で
「
遠
隔

で
の
通
関
申
告
が
可
能
に
な

る
」
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る
。

（
沢
田
顕
嗣
）

る
通
関
業
者
の
認
定
を
東
京
税

関
か
ら
取
得
し
た
、
と
発
表
し

た
。双

日
グ
ル
ー
プ
の
通
関
体
制

を
強
化
す
る
こ
と
で
、
グ
ル
ー

プ
内
の
業
務
の
効
率
化
や
迅
速

化
を
図
る
と
と
も
に
、
よ
り
質

の
高
い
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
提

千
代
田
区
）
は
13
日
、
Ａ
Ｅ
Ｏ

（
認
定
事
業
者
）
制
度
に
お
け

双
日
と
双
日
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク

ス
（
平
川
真
淳
社
長
、
東
京
都

（
面
担

セ
ル
バ
ン
テ
ス
・
ア
ロ
ン
）

危
険
品
輸
送
に
関
す
る
注
意

事
項
な
ど
を
説
明

長
距
離
フ
ェ
リ
ー
業
界
が
新
造
船
の
就
航
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸

い
て
い
る
。
現
在
就
航
し
て
い
る
多
く
の
船
舶
が
、
運
航
開

始
か
ら
15
年
以
上
経
過
し
、
リ
プ
レ
ー
ス
期
を
迎
え
て
い
る

た
め
だ
。
更
に
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
や
労
働
環
境
の
改
善
な

ど
が
背
景
と
な
り
、
特
に
、
長
距
離
運
行
便
の
海
運
シ
フ
ト

が
進
ん
で
い
る
こ
と
も
追
い
風
。
新
造
船
は
い
ず
れ
も
、
ト

ラ
ッ
ク
航
送
を
重
視
し
た
船
型
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
特
徴

だ
。
業
界
関
係
者
ら
は
「
フ
ェ
リ
ー
利
用
の
メ
リ
ッ
ト
を
多

く
の
ト
ラ
ッ
ク
業
者
に
知
っ
て
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
」
と
意
気

込
む
。

（
高
木
明
）

船
型
ト
ラ
ッ
ク
航
送
重
視

全
国
40
販
売
店
の
代
表

選
手
が
、
応
援
者
の
見

守
る
中
で
競
技
（
半
田

市
）

伸
長
す
る
チ
ー
ズ
需
要
に
対

応
す
る

長距離フェリー業界 回復基調が鮮明

／／

商
船
三
井
／

フ
ェ
リ
ー
さ
ん
ふ
ら
わ
あ

新
船
２
隻
建
造
決
定

ト
ラ
積
載
能
力
を
増
や
す

サ
ー
ビ
ス
技
能
コ
ン
開
催

豊
田
織
機

整
備
や
部
品
交
換
を
審
査

冷
コ
ン
テ
ナ
製
造
開
始

マ
ー
ス
ク
コ
ン
テ
ナ

南
米
西
海
岸

更
に
遠
く
ま
で
輸
送

日本山村
硝 子

山
村
倉
庫
の
外
販
事
業

新
子
会
社
に
移
管
へ

双
日
＆
双
日
ロ
ジ

Ａ
Ｅ
Ｏ
通
関
を
取
得

通
関
体
制
強
化
し
効
率
向
上

解
禁
合
わ
せ
増
車
体
制

ボ
ジ
ョ
レ

ヌ
ー
ボ
ー

配
送
量
50
％
ア
ッ
プ

ドライバーアンケート

品質向上に結び付く
キリン
ロ ジ 構内滞留時間を改善

宝 幸

ロ
ル
フ
大
和
プ
ラ
ン
ト
竣
工

多
品
種
生
産
体
制
を
維
持

準
で
は
難
し
い
。
協
力
会
社
の

皆
さ
ん
が
安
定
し
た
経
営
と
投

資
が
で
き
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
。
そ
れ
が
自
社
の
安
定

に
も
つ
な
が
っ
て
が
っ
て
く
る

と
思
う
」

（
蓮
尾
輝
）

社
員
へ
の
説
明
は
、
毎
年
欠
か

さ
ず
行
っ
て
い
る
」

経
営
の
立
て
直
し
後
、
攻
め

の
姿
勢
を
崩
さ
ず
、
主
力
鉄
鋼

以
外
に
も
飲
料
水
を
取
り
扱
い

始
め
、
常
に
新
し
い
取
り
組
み

に
挑
戦
。
こ
れ
か
ら
の
課
題
と

し
て
、
人
材
育
成
と
投
資
、
運

賃
水
準
の
向
上
を
挙
げ
る
｢

我

が
社
だ
け
で
は
な
く
、
協
力
会

社
と
一
緒
に
成
長
し
て
い
き
た

い
。
事
業
拡
大
の
た
め
に
は
投

資
が
必
要
だ
が
、
今
の
運
賃
水

て
い
る
パ
ー
ト
ナ
ー
企
業
に
も

多
大
な
迷
惑
を
掛
け
る
。
そ
れ

だ
け
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」自

ら
各
営
業
所
を
回
り
、
経

営
状
況
に
関
し
て
社
員
に
具
体

的
な
数
字
を
示
し
、
理
解
を
求

め
た
結
果
、
従
業
員
同
士
の
結

束
が
強
ま
っ
た
。
「
何
事
に
も

団
結
し
て
取
り
組
ん
で
く
れ
て

お
り
、
い
つ
も
助
け
ら
れ
て
い

る
。
13
年
に
は
決
算
が
黒
字
に

転
換
し
た
。
半
期
決
算
ご
と
の

倉
庫
作
業
を
担
当
。
そ
の
後
、

配
船
や
通
関
、
企
画
な
ど
様
々

な
業
務
を
経
験
し
た
後
、
２
０

１
３
年
社
長
に
就
任
し
た
。

就
任
す
る
直
前
の
決
算
で
、

赤
字
を
計
上
。
直
後
、
従
業
員

の
給
与
カ
ッ
ト
や
自
社
船
売
却

と
い
っ
た
コ
ス
ト
削
減
策
を
断

行
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

「
給
料
を
下
げ
た
い
と
思
っ

た
こ
と
は
無
い
。
し
か
し
、
会

社
が
倒
産
す
れ
ば
従
業
員
だ
け

で
は
な
く
、
一
緒
に
仕
事
を
し

「
私
が
１
０
０
人
い
た
と
し

て
も
、
何
の
利
益
も
生
ま
れ
な

い
。
現
場
の
従
業
員
が
働
い
て

く
れ
て
初
め
て
利
益
を
出
せ

る
。
彼
ら
が
安
全
に
、
気
持
よ

く
働
け
る
環
境
を
つ
く
る
の
が

私
の
仕
事
だ
」
と
話
す
の
は
、

三
星
海
運
（
大
阪
市
西
区
）
の

中
原
敏
之
社
長
（
58
）
。

入
社
当
時
は
現
場
で
配
車
や

気
持
ち
よ
く
働
け
る
環
境
づ
く
り

協力会社と共に成長

三星海運社長

中原 敏之氏
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